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串本町の人口と世帯

○人　口 … 18,142人　【 男性 … 8,473人 ・ 女性 … 9,669人 】
○世帯数 … 9,048世帯

【平成25年8月30日現在】

【お問い合わせ先】
　役場総務課　防災・防犯グループ
　電話　62-0555

防災行政無線のデジタル化工事について

　串本町では、現在防災行政無線のデジタル化工事（平成２４年度から２７年度末にか
けて）を実施しています。
　本年度の工事予定は次のとおりです。

　工期は10月末から12月末にかけて実施する予定です。なお、１か所につき半日～１
日間程度の作業を要します。

　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

対象地区 内　　容

鬮野川、串本、二色、
高富の全箇所および
潮岬の一部（平松地区
から潮岬公民館まで）

スピーカーの更新、デジタル無線受信機の設置をおこないます。
（柱は既設のものをそのまま使用します。）
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　平成 26年度の町内保育所の児童を下記のとおり募集します。
入所を希望されるお子さんの保護者の方は、入所申込書に必要書類を
添えて、申し込み期間内に、提出してください。

【対　象　児】
　　日中、保護者が仕事や病気、出産
　などのために家庭で保育ができない
　乳幼児
【申込用紙】
　　町内各保育所、串本町役場本庁舎
　・福祉課、串本町役場分庁舎・住民
　課に用意しています。
【申込期間】
　　10月1日（火）～10月31日（木）
　（土曜・日曜・祝日除く）
　　午前8時30分～午後5時15分　
※仕事の都合上、どうしても上記時間内
　に提出できない場合は、福祉課までご
　相談ください。

【保　育　料】
　　父母の平成25年分所得税額と平成
　25年度町民税課税状況により決定し
　ます。
【そ　の　他】
　　申込者多数の場合、希望する保育
　所に入所できない場合があります。

【お問い合せ】
　　串本町役場福祉課
　　　TEL:0735-62-0562
　　または各保育所（各保育所のお問
　い合わせ先は下表を参照願います）

◆募集する保育所
保育所名（所在地） 電話番号 対象年齢 開所時間

町立串本保育所（串本502） ６２－０３５２ ※生後８ヶ月～５歳児　 7:30～19:00

私立上野山保育所（上野山143） ７２－３５７１ ※生後２ヶ月～５歳児　 7:30～19:00

町立和深保育所（和深682-2） ６７－０２２３ ※２歳１ヶ月児～５歳児 8:30～17:00

◆へき地保育所
保育所名（所在地） 電話番号 対象年齢 開所時間

田並保育所（田並1432-2） ６６－０１５１ ※２歳～５歳児 8:00～17:00

大島保育所（大島1670） ６５－０１７６ 　３歳～５歳児 8:00～15:30

○対象年齢は基本平成26年４月１日現在ですが、※印は平成26年度内にその月齢になれば入所可能です。
（例：平成25年10月１日生まれの児童は、串本保育所に平成26年６月から入所できます。）
○私立上野山保育所は、所在地の変更が見込まれています。新所在地は、津荷29-2の予定です。
○平成26年度から、町立西向保育所の募集はありません。
○へき地保育所へのお問合せ・お申込みは、直接各保育所へご連絡ください。
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平
成
25
年
　
第
３
回
定
例
会

　
平
成
25
年
串
本
町
議
会
第
３
回

定
例
会
は
、
９
月
11
日
に
招
集
さ

れ
、
会
期
を
９
月
27
日
ま
で
の
17
日

間
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
田
嶋
町
長
よ
り
、
防
災

対
策
施
策
な
ど
の
諸
報
告
が
あ
り
、

続
い
て
諸
議
案
に
つ
い
て
提
案
理

由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
防
災
対
策

　
７
月
28
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た

「
４
県
共
同
津
波
避
難
訓
練
」
で
は
、

昨
年
同
様
、
約
３
千
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。今
回
の
訓
練
で
は
、
情

報
伝
達
訓
練
や
孤
立
集
落
と
の
通

信
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
消
防
防

災
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
災
害
対
策

本
部
の
設
置
・
運
営
訓
練
も
併
せ

て
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
防
災
計
画
と
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
業
者
選
定
を
行
う
こ
と
と
し
、
９

月
６
日
に
企
画
提
案
書
の
提
出
並

び
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
そ
の
内
容
を
審
査
し
委
託
業
者

の
選
定
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、
関
係
者
か
ら
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
見
直
し
を
行

い
、
災
害
か
ら
町
民
の
命
と
財
産
を

守
る
た
め
の
総
合
的
な
防
災
体
制

を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
中
に
は
、
新
し
い
津
波
浸

水
想
定
を
反
映
し
た
、
見
や
す
く
分

か
り
や
す
い
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
各
世
帯
に
配
布
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
及
び
公

　営
企
業
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
よ
り

算
定
を
行
い
ま
し
た
平
成
24
年
度

決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率

は
、
実
質
赤
字
比
率
は
「
な
い
」
で
、

実
質
黒
字
比
率
が
３
・
58
％
。

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
「
な
い
」

で
、
連
結
実
質
黒
字
比
率
は
20
・

18
％
。実
質
公
債
費
比
率
は
８
・

７
％
、
将
来
負
担
比
率
は
84
・
２
％

と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
数
値

も
、
早
期
健
全
化
基
準
及
び
財
政
再

生
基
準
と
比
較
し
て
大
幅
に
低
い

数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
営
企
業
に
お
け
る
資
金
不
足

比
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
病
院
事
業

会
計
・
水
道
事
業
特
別
会
計
・
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
・
下
水
道

事
業
特
別
会
計
・
国
民
宿
舎
事
業

会
計
と
も
「
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
国
民
宿
舎
事
業
会
計
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
20
年
度
よ
り
、
不
良

債
務
解
消
の
た
め
一
般
会
計
か
ら

繰
出
し
を
行
っ
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、
平
成
24
年
度
決
算
で
資
金
不
足

額
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
職
員
採
用

　
本
年
度
も
引
き
続
き
、
年
齢
50
歳

以
上
勤
続
25
年
以
上
の
職
員
を
対

象
に
勧
奨
退
職
の
募
集
を
行
っ
た

結
果
、
一
般
行
政
職
１
名
、
保
育
士

３
名
の
計
４
名
の
申
し
出
が
あ
り

ま
し
た
。医
療
職
を
除
く
定
年
退
職

は
一
般
行
政
職
２
名
、
保
育
士
、
幼

稚
園
教
諭
が
そ
れ
ぞ
れ
１
名
、
消
防

職
４
名
と
な
っ
て
お
り
、
本
年
度
末

の
退
職
者
は
、
医
療
職
を
除
き
、
一

般
行
政
職
３
名
、
保
育
士
４
名
、
幼

稚
園
教
諭
１
名
、
消
防
職
４
名
の
計

12
名
と
な
り
ま
す
。

　
退
職
者
の
補
充
に
つ
い
て
は
、
消

防
職
４
名
の
採
用
を
計
画
し
、
８
月

16
日
を
期
限
に
職
員
募
集
を
行
っ

た
結
果
、
16
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。採
用
試
験
は
、
第
一
次
試
験
を

９
月
22
日
に
、
第
二
次
試
験
を
10
月

中
旬
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
保
健
衛
生
部
門
に
お

け
る
栄
養
指
導
・
食
品
衛
生
に
関

す
る
指
導
を
充
実
す
る
た
め
管
理

栄
養
士
１
名
を
採
用
す
る
こ
と
と

し
、
９
月
20
日
を
期
限
と
し
て
現
在

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。採
用
試
験

は
、第
一
次
試
験
を
10
月
20
日
に
、第

２
次
試
験
を
11
月
中
旬
に
実
施
す

諸
報
告（
要
旨
）

防災センターにおける災害対策本部の運営訓練
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る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
に

つ
い
て
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日
に

西
向
保
育
所
を
廃
止
す
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
職
員
募
集
は
行
わ
ず
、

人
事
異
動
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
一
般
行
政

職
に
つ
い
て
は
、
定
員
適
正
化
計
画

に
基
づ
き
、
新
た
な
職
員
募
集
は
行

わ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
職
員
等

の
雇
用
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
し
尿
処
理
施
設
移
転
に

　
　
　
　
　
　伴
う
料
金
改
定

　
２
町
衛
生
施
設
事
務
組
合
が
古

座
川
町
池
野
山
に
建
設
中
の
汚
泥

再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
26
年
２
月
に
試
験
操
業

を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
旧
串
本
町
の
汲
取

り
等
を
行
っ
て
い
る
２
許
可
業
者

よ
り
、
処
理
施
設
の
移
転
に
よ
り
搬

送
等
に
多
く
の
経
費
が
か
か
る
こ

と
か
ら
、
し
尿
収
集
運
搬
料
金
及
び

浄
化
槽
清
掃
料
を
、
し
尿
汲
取
料
は

１
リ
ッ
ト
ル
当
り
１
円
増
の
11
円

に
、
浄
化
槽
清
掃
料
は
１
リ
ッ
ト
ル

当
り
50
銭
増
の
11
円
50
銭
に
改
定

す
る
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
町
と
し
ま
し
て
も

了
承
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の

改
定
に
よ
り
、
施
設
規
模
等
に
よ
っ

て
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
し
尿
汲
取

料
に
つ
い
て
は
１
回
400
リ
ッ
ト
ル

の
汲
取
り
で
400
円
の
増
額
と
な
り
、

串
本
町
の
平
均
世
帯
人
員
２
・
01

人
で
は
、
年
間
の
汲
取
回
数
が
約

３
・
78
回
で
１
，
５
１
２
円
、
月
額

に
し
て
126
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
清
掃
は
年
１
回
程
度

で
、
一
般
的
な
５
人
槽
で
は
800
円
か

ら
１
，
０
０
０
円
程
度
、
月
額
に
し

て
67
円
〜
83
円
の
増
額
と
な
る
見

込
み
で
す
。

■
救
急
業
務

　
本
年
に
入
っ
て
か
ら
救
急
車
の

出
動
回
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
お

り
、
今
夏
の
猛
暑
も
そ
の
要
因
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
熱
中
症
の
疑
い
の
あ
る
救
急
患

者
の
搬
送
人
員
は
、
８
月
末
現
在
40

名
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
同
時
期

と
比
較
し
ま
す
と
そ
の
件
数
は
５

倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後

更
に
熱
中
症
に
対
す
る
予
防
啓
発

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
く
し
も
と
町
立
病
院

　
平
成
23
年
11
月
に
新
病
院
を
開

院
し
、
平
成
24
年
度
が
く
し
も
と
町

立
病
院
と
し
て
初
め
て
の
１
年
を

通
し
た
決
算
と
な
り
ま
し
た
。経
営

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
短
期
の
支

払
い
能
力
を
示
す
正
味
運
転
資
金

（
流
動
資
産
か
ら
流
動
負
債
を
差
し

引
い
た
額
）
は
、
平
成
23
年
度
決
算

時
か
ら
７
千
４
百
万
円
増
加
し
、
約

２
億
３
千
４
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
、
町
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
と
比
較
し
て
も
１
億
２
千
３
百

万
円
の
増
加
額
と
な
っ
て
お
り
、
計

画
以
上
と
な
る
財
政
の
安
定
化
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
医
師
臨
床
研
修
制
度
が
導
入

さ
れ
た
後
、
医
師
の
偏
在
化
が
進

み
、
地
域
医
療
の
拠
点

と
な
る
公
立
病
院
の
医

師
不
足
は
深
刻
な
状
況

で
す
。現
在
、地
域
の
公

立
病
院
は
、
勤
務
し
て

い
る
医
師
の
使
命
感
と

献
身
的
な
勤
務
に
よ
り

支
え
ら
れ
て
い
る
状
態

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
串

本
町
に
お
い
て
は
、
近

畿
大
学
医
学
部
か
ら
継
続
的
に
医

師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

こ
れ
も
同
大
学
水
産
研
究
所
が
行

う
「
近
大
マ
グ
ロ
」
の
養
殖
事
業
と

合
わ
せ
、
近
畿
大
学
と
当
町
と
の
間

に
築
か
れ
た
深
い
繋
が
り
の
基
に

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
６
月
定
例
会
で
ご
提
言
を
い
た

だ
い
た
院
内
に
設
置
し
て
い
る
「
ご

意
見
箱
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
よ
り

多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ

う
記
入
用
紙
や
設
置
場
所
を
改
善

し
、
ま
た
、
診
察
時
等
に
お
け
る
対

応
や
接
遇
に
関
し
て
も
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
来
院
さ
れ
る
方

が
気
持
ち
よ
く
感
じ
る
よ
う
、
職
員

啓
発
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
近
畿
大
学
か
ら
ご
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
経
営
の
安
定

化
を
図
り
、
住
民
の
皆
様
か
ら
信
頼

さ
れ
、
愛
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
に
、

全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

平成25年度 第３回定例会

建設中の汚泥再生処理センター

諸報告を述べる田嶋町長
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高
齢
者
叙
勲
と
は
、
公
共
の
た
め
に
貢
献

さ
れ
た
各
界
の
功
労
者
の
う
ち
、米
寿
（
88
歳
）

を
迎
え
ら
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
畠
山
さ
ん
は
、
昭
和
22
年
９
月
に
旧
潮
岬

村
役
場
に
奉
職
、
そ
の
後
、
昭
和
30
年
７
月

に
市
町
村
合
併
に
よ
り
串
本
町
職
員
と
な
り
、

昭
和
56
年
３
月
ま
で
の
25
年
８
か
月
を
町
政

推
進
の
た
め
精
励
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和
56
年
３
月
か
ら
８
年
間
、
串
本
町
収
入
役

に
就
任
し
、
財
政
の
健
全
化
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
畠
山
さ
ん
は
「
瑞
宝
双
光
章
と
い
う
栄
え

あ
る
章
を
受

章
さ
せ
て
頂

き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
今
年
で
米

寿
を
迎
え
ま

し
た
が
、
余

生
を
こ
の
受

章
に
恥
じ
な

い
よ
う
に
送

り
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と

話
し
ま
し
た
。

　
和
歌
山
県
人
権
啓
発
活

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

が
主
催
す
る
、「
第
31
回
和

歌
山
県
小
学
校
人
権
の
花

運
動
」
に
お
い
て
、
大
島

小
学
校
が
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
和
歌
山

県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
が
、
次
代

を
担
う
児
童
が
協
力
し
て

花
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ

り
「
思
い
や
り
の
心
」
を

育
ん
で
も
ら
お
う
と
県
内

全
小
学
校
児
童
を
対
象
に

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

まちのわだい

　
７
月
30
日
、
31
日
に
日
本
武
道

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
全
国
道

場
少
年
剣
道
大
会
に
出
場
し
た
川

本
青
空
く
ん
が
田
嶋
町
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　
川
本
く
ん
は
６
月
２
日
に
和
歌

山
市
で
行
わ
れ
た
県
予
選
で
準
優

勝
し
、
本
大
会
の
出
場
権
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
２
回
戦
で
の
敗
退
と

な
り
ま
し
た
が
川
本
く
ん
は
「
小

学
生
最
後
の
年
に
全
国
ま
で
行
け

て
嬉
し
い
。
こ
の
経
験
を
今
後
に

生
か
し
て
い
き
た
い
。
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
田
嶋
町
長
は
「
来
年
は
中
学
生

の
部
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
事

故
を
題
材
と
し
た
絵
本
『
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
　
ト
ル
コ

と
日
本
を
結
ぶ
心
の
物
語
』
の
著

者
で
あ
る
寮
美
千
子
さ
ん
が
絵
本

の
完
成
報
告
の
た
め
田
嶋
町
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
本
は
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル

ル
号
に
関
す
る
資
料
や
当
時
の
新

聞
、
大
島
村
長
の
日
誌
、
海
難
事

故
報
告
書
な
ど
を
参
考
に
作
成
さ

れ
て
お
り
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く

大
人
も
楽
し
め
、
資
料
と
し
て
も
使

え
る
内

容
と
な

っ
て
い

ま
す
。

大
島
小
学
校
が
優
秀
賞

第
31
回
和
歌
山
県

　
　
小
学
校
人
権
の
花
運
動優秀賞を受賞した大島小学校の児童

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

畠
山
茂
樹
さ
ん
に
瑞
宝
双
光
章

田嶋町長から賞状と勲章が伝達されました。

　
旧
串
本
町
職
員
と
し
て
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
高
齢
者
叙
勲
の
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
畠
山
茂
樹
さ
ん

が
、
９
月
４
日
に
串
本
町
役
場
を
訪
れ
、

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
た
け
や
ま
し
げ
き

こ
の
出
来
事
を
多
く
の
人
に

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
絵
本

　
　
　
著
者
が
串
本
町
を
訪
問田嶋町長に絵本の完成を

報告する著者の寮美千子さん

こ
の
経
験
を
今
後
に

全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会
出
場

　
　
　
　
　
　 

川
本
青
空
く
ん田嶋町長と対談する川本青空くん

そ

　ら
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　胃腸に負担をかけないよう、冷たいものはなるべく控え、
食事はゆっくりとよくかんで食べましょう。適度な運動は体
をリフレッシュしてくれます。お風呂はぬるめにし、ゆっく
りと入ることで、ご自身の心と体をリラックスさせてあげま
しょう。

　記録ずくめだった今年の夏。猛暑を乗り越え、ようやく過ごしやすい秋を迎えましたが、実は、こ
の時期は体調を崩しやすい時期でもあります。「夏バテ」とは水分やミネラルの不足等により体内バ
ランスが崩れたり、消化器官の機能低下や睡眠不足等により免疫や体力が低下することで起こると言
われています。今年の猛暑を乗り越えた私たちの体は、少なからず夏バテを引きずっており、その体
にこの時期特有の寒暖の差が加わると体の疲れが一気に出てしまい、余計に体調を崩してしまうこと
が多いのです。特に注意が必要なのは、高血圧や心臓病をもつご高齢の方で、急に血圧が上がった

り、心臓発作が起こりやすくなります。

■くしもと町立　　　　
　　　病院コーナー ■

Vol.18

病院職員募集
臨床検査技士を、募集してい
ます。

詳しくは病院事務室まで
お問い合わせください。
（TEL62-7111）

　一
階
ロ
ビ
ー
に
「
あ
な
た
の
声
」
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
備
え
付
け
の
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
ご
投
函

く
だ
さ
い
。

　

※

い
た
だ
い
た
「
あ
な
た
の
声
」
は
、
今
後
の
病
院
運
営

　
　に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

10月1日からの
産婦人科と内科の体制

【産婦人科】
　常勤の医師が着任します。
【内科】
　今井医師の退職に伴い、近大医学部附属病
　院・消化器内科　有住医師が着任します。

※看護師、薬剤師も随時募集しています。

※詳細は次号広報にてお知らせします。



広報くしもと ２０１３．10 8

防災からのお知らせ

　　記憶に新しい東日本大震災では、尊い多くの命が犠牲になりました。
　中でも津波の被害は凄まじく、震災全体の犠牲者のうち９割以上が水死という結果が

報告されています。
　そのような中でも救命胴衣を着用していたことによって多く
の命が救われました。もっと救命胴衣が普及していればより多く
の方の命が救われたかもしれません。
　救命胴衣は本来の用途以外にも、避難所での防寒着や座布団と
しても活用することができます。
　突然起こる災害から身を守るには日々の備えが重要です。
　有事の際を考え、この制度を活用し、救命胴衣をご家庭に備え
てみてはいかがでしょうか。

注１．領収書は商品が救命胴衣・ヘルメット等と判るものをお持ちください
　　　（○・・・商品名の入ったレシート・救命胴衣等明記された領収書）
　　　（×・・・品名が雑貨等のレシート・但し書きが品代等商品が不明な領収書）
注２．通信販売で購入された場合は、送料・手数料の内訳が記載されたものを
　　　添付してください。

◆対　象　者　…　串本町に住民登録されている方
　　　　　　　　（※１人につき１回限り）
◆対象品目　…　①救命胴衣（ライフジャケット）
　　　　　　　　②防災用ヘルメット、防災頭巾
◆補助金額　…　①、②ともに購入金額の２分の１
　　　　　　　　（※上限各3,000円）
◆申請に必要なもの　①　印　鑑
　　　　　　　　　　②　通　帳
　　　　　　　　　　③　領収書・レシート（写し可）

救命胴衣等購入費補助制度のご案内
串本町では、救命胴衣や防災用ヘルメットを購入した方に対して購入費の半
額の補助金を交付する制度を設けています。

●

詳しくは
役場総務課　防災・防犯グループまで

TEL:0735-62-0555
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【成人関係】
　10月の検診日程
日 時 時　　間 特定 胃 大腸 胸部 子宮･乳房 場 所

10月29日（火） 13:00～14:00 ● 古座分庁舎

申し込みをされていない方でも当日会場にお越しいただければ受診できます。

●印は受けられる検診を表しています。

　健康相談
実 施 日 受付時間 場 所

10月 7日（月） 13:00～14:30 保健センター2階

※誰でもお気軽に会場へお越しください。
（血圧測定や健康についての相談もお受けします。）

※

　献血　　　　※ライオンズクラブ協賛
実 施 日 時　　間 場 所

10月23日（水） 10:00～16:00 矢倉甚兵衛様宅前駐車場

【乳幼児関係】
　乳幼児予防接種　※会場は保健センター２階です
日 時 時　　間 内 容

10月 1日（火） 13:10～13:40 ポリオ

10月15日（火） 13:10～13:40 ３種混合１期追加

10月24日（木） 13:00～13:30 BCG

　乳幼児健診　※乳幼児健診の会場は保健センター２階です
日 時 時　　間 内 容

10月 3日（木） 12:50～13:40 1歳6カ月児および2歳6カ月児健診

10月10日（木） 13:00～14:00 ３歳６カ月児健診

10月24日（木）
13:00～13:30 6カ月児健診＆BCG接種

13:30～14:00 4カ月児健診　各種教室
実 施 日 受付時間 内 容

10月21日（月） 13:30～15:00 離乳食教室

10月23日（水） 13:30～15:30 マタニティー教室（前期）

※離乳食教室の会場は文化センター調理室です。
　マタニティー教室の会場は保健センター２階です。

保健センター10月の行事予定は次のとおりです。

※健診等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（ 0735‐62‐6206）まで

　インフルエンザ流行のシーズンをむかえる前に、予防接種を接種してインフルエンザから大切な身
体を守りましょう。この予防接種は接種してから効果を発揮するまでに、１～4週間かかります。イン
フルエンザが流行する前に予防接種を受けておくことが必要です。

歯周疾患検診について
　平成25年４月１日～平成26年３月31
日までの間で40歳・50歳・60歳・70
歳になる方は今年度無料にて検診が受け
られます。対象者の方には個別通知をし
ています。
受診期間…12月28日（土）まで

個別検診日程終了のお知らせ
　12月28日で個別検診の日程が終了します。
９月で特定健診・がん検診の集団検診がほぼ終
了しています。個別検診を申し込まれている方
は、早めに検診を受けられますようお知らせし
ます。
　なお、医療機関によってはすでに受付を終了
しているところもありますので、受診される方
は、事前に医療機関にお問い合わせください。
（子宮・乳房・大腸がんのクーポン検診対象の
方も12月28日まで有効です。）

65歳以上の方は、串本町が発行する接種依頼券を持参すれば自己負担金1，000円でインフルエン
ザ予防接種を接種できます。対象者の方には案内を送付しておりますので詳しくは個別通知の内容を
ご確認ください。

※
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内 容 日 時
子育て相談 1日、3日、8日、10日、15日、17日、22日、29日、31日（9時～12時・13時～16時）
教 育 相 談 10月31日（木）（10時～12時・13時～17時）
心 の 相 談 10月21日（月）（10時～12時・13時～17時）
遊びのひろば 10月25日（金）（10時～12時・13時～15時）古座分庁舎　２階

No.5

10 月 の 予 定

相談窓口：（古座分庁舎 1階 右側） 遊びのひろば：（古座分庁舎 2階 トレーニングルーム）
問合せ先：649-4192 串本町西向359古座分庁舎内 子育て支援室 「りぼん」 0735-67-7010 ご利用ください！

　皆様、こんにちは！子育て支援室「りぼ
ん」です。りぼんでは月１回、遊びのひろば
を行っています。
　遊びのひろばは、未就園のお子さんと保護
者の方の為の憩いの場所です。一人で赤ちゃ
んと悪戦苦闘していませんか？そんな時、遊
びの広場に来てください。
　国道42号から古座駅に向かいＡコープ前を
右折し、古座分庁舎２階へどうぞ。どなたで
も大歓迎です。

成人の検（健）診について　第７回

　串本町は（財）和歌山県民総合健診セン
ターに集団でのがん検診を委託し、個別健診
は町内外の医療機関に委託しています。検診
実施後約１ヶ月で結果が町へ返ってきますの
で、特定健診結果説明会の時に一緒に受診者
にお渡ししています。精密検査が必要な方に
は、保健師が訪問し説明させていただいてい
ます。
　これは、精密検査がとても大事なことで、
対象となられる全ての方に受けていただきた
いからです。
　毎年精密検査にかかる方もおられますが、
できれば医療機関を受診して結果を確認して
いただければと思います。下表はＨ24年度
の精密検査を受診された方の結果です。

～　精密検査について　～

　検診で異常なしの結果が出たあとで、がん
が発見されることもあります。保健センター
では、委託業者に対し、より精度の高い検査
体制を整えてくださいとお願いしています
が、自覚症状などがあるときは、必ず医療機
関で確認されることをお勧めします。検診で
発見されるがんは早期がんが多いと言われて
います。精密検査が必要と言われた方は、ぜ
ひ専門医の受診をお勧めします。
　なお、精密検査受診者とは、町で把握でき
た方の人数ですので、本人が受診されていて
も、医療機関から返信がない方については未
把握と処理されている場合もありますのでご
了承ください。

検診名 受診者数
（人）

内精密検査が
必要な方（人）

要精密
検査率（％）

精密検査を受診
された方（人）

精検受診率
（％）

がんが発見
された方（人）

胃検診 1,163 132 11.4 108 81.8 0
大腸検診 1,792 154 8.6 108 70.1 10
胸部検診 1,730 85 4.9 67 78.8 2
子宮検診 850 8 0.9 4 50 1

乳房検診 717 60 8.4 20 33.3 1

　落ち着きがない、コミュニケーションがと
りにくい、気になる所がある…など、このよ
うなお子さんには、早い時期からの適切な関
わりや環境を作る事が大切だと言われていま
す。
　気になるな…と思ったら、一人で悩まず、
１度、勇気を出して子育て支援室にお電話を
下さい。少しでも、お手伝いをさせて頂けれ
ば嬉しいです。
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※広報への掲載を希望されない方は、届出の際に窓口にお申し出ください。
（８月受付分　敬称略）
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下

村

筆

夫

田
　
中
　
　
哉
　

　

原

郁

子

伊

森

　

男

寺

本

島

子

北

原

忠

芳

吉

岡

賢

雄

夏

目

英

夫

上

家

晴

子

柏

木

幸

子

木

村

弘

子

森
　
　
　
智
　
子

春

日

昭

雄

東
　
田
　
　
薫
　

苫
　
谷
　
八
代
枝

小
　
森
　
正
　
也

榎
　
本
　
サ
ダ
子

潮

岬

中

湊

串

本

古

座

和

深

西

向

和

深

高

富

田

並

串

本

高

富

串

本

田

原

潮

岬

串

本

田

並

串

本

串

本

ち

ひ

ろ

こ
う
す
け

こ

う

き

む

つ

き

紀勢本線の利用促進について

よ
し

　電車は、子どもから高齢の方まで誰もが利用しやすく、特に車を運転しない人にとっ
てはなくてはならない、大切な交通手段です。
　近年道路交通網の進展により、移動に車を使う人が増え、電車の利用者（乗降客数）
が年々減少しています。利用する人が少なくなると電車の本数も減ってしまい、本当に
電車が必要な人にとって大変不便な状況になってしまいます。地域の鉄道を守るために
も、旅行などでお出かけの際には、
　◇渋滞なしで時間に正確
　◇安全性が高い
　◇地球環境への影響が少ない
といった利点の多い電車を、ぜひご利用く
ださい。

―　紀勢本線活性化促進協議会　―
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お
知
ら
せ
＆
行
事

Inform
ation

【連絡先】
串 本 町 役 場 本 庁 舎

（℡62‐0555）
串 本 町 役 場 古 座 分 庁 舎

（℡72‐0081）
く し も と 町 立 病 院

（℡62‐7111）
串 本 町 教 育 委 員 会

（℡72‐0017）
文 化 セ ン タ ー

（℡62‐0006）
串 本 町 図 書 館

（℡62‐4653）
保 健 セ ン タ ー

（℡62‐6206）
町 内 放 送 案 内　
（ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：0120-928649）
串本町ホームページアドレス
h t t p : / / w w w . t o w n .
kushimoto.wakayama.jp
串本町メールアドレス（代表）
k i k a k u @ t o w n .
kushimoto.wakayama.jp

お
知
ら
せ

身
体
障
害
者
連
盟
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
串
本
町
身
体
障
害
者
連
盟
と
は
、
身

体
障
害
者
の
自
立
更
生
と
福
祉
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
身
体
障
害
者

福
祉
法
に
基
づ
き
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
で
す
。
町
内
で
は
、
肢

体
・
視
力
・
聴
力
な
ど
に
障
害
を
持
つ

多
く
の
方
が
こ
の
連
盟
に
加
入
し
、
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
も
身
体
障
害
者
連

盟
に
加
入
し
、
社
会
参
加
の
輪
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課

　
身
体
障
害
者
連
盟
係

　
℡
０
７
３
５
ー
６
２
ー
０
５
６
２

串
本
町
身
体
障
害
者
自
動
車

改
造
費
助
成
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　
身
体
障
害
者
が
就
労
等
に
伴
い
、
自

動
車
の
改
造
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、

自
動
車
の
改
造
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者
（
次
の
項
目
に
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
当
て
は
ま
る
方
）

・
就
労
等
に
伴
い
、
自
ら
が
所
有
し
運

　
転
す
る
自
動
車
の
操
向
装
置
お
よ
び

　
駆
動
装
置
等
を
改
造
す
る
必
要
が

　
あ
る
方

・
２
級
以
上
の
上
肢
・
下
肢
又
は
体
幹

　
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
有

　
す
る
方
（
そ
の
他
の
障
害
の
等
級
を

　
併
せ
て
２
級
以
上
と
な
る
方
を
除

　
く
）

・
特
別
障
害
者
手
当
の
所
得
制
限
を
超

　
え
な
い
方

・
串
本
町
に
在
住
し
て
い
る
方

▼
助
成
金
額

　
自
動
車
の
操
向
装
置
お
よ
び
駆
動
装

置
等
の
改
造
に
要
す
る
費
用
（
同
様
の

装
置
等
が
装
備
さ
れ
た
自
動
車
を
購
入

す
る
場
合
、
自
動
車
の
本
体
価
格
と
標

準
型
車
両
価
格
と
の
差
額
）
に
つ
い

て
、
10
万
円
を
限
度
額
と
し
て
助
成
し

ま
す
。

　
申
請
の
方
法
等
、
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
串
本
町
役
場
福
祉
課
障
害
福
祉

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
℡
０
７
３
５
ー
６
２
ー
０
５
６
２

上
級
救
命
講
習
の

受
講
者
募
集
に
つ
い
て

▼
日

　
時

　
平
成
25
年
11
月
14
日
（
木
）

　
９
時
〜
17
時
ま
で
（
８
時
間
）

▼
場

　
所

　
串
本
町
サ
ン
ゴ
台
１
２
５
６
番
地
１

　
串
本
町
消
防
本
部

　
防
災
研
修
室

▼
対
象
者 

　
中
学
生
以
上
の
方

▼
定

　
員

　
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
申
し
込
み

を
締
め
切
り
ま
す
）

▼
講
習
内
容

　
成
人
・
小
児
・
乳
児
を
対
象
と
し
た

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
扱
い
異
物
除
去
、
止

血
法
、
骨
折
固
定
法
等
外
傷
の
応
急
手

当
、
傷
病
者
搬
送
法
等
で
す
。

▼
参
加
費

　
無
料

▼
申
込
み
締
め
切
り

　
平
成
25
年
10
月
31
日
（
木
）
17
時

▼
申
込
先

　
串
本
町
消
防
本
部

　

　
上
級
救
命
講
習
申
し
込
み
受
付
係

　
℡
０
７
３
５
ー
６
２
ー
０
１
１
９

▼
そ
の
他

　
講
習
修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
申
込
時
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
等
を
担
当
者
に
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

　
上
級
救
命
講
習
と
は
、
普
通
救
命
講

習
（
成
人
を
対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
を
中
心
と
し
た
３

時
間
の
講
習
）
に
加
え
、
小
児
・
乳
児

に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去

法
、
止
血
法
、
骨
折
固
定
法
、
傷
病
者

搬
送
法
な
ど
を
学
ぶ
コ
ー
ス
で
す
。
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全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

▼
期
間

　
９
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
　
〜
10
月
４
日
（
金
）
ま
で

▼
時
間

　
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
〜
午
後
７
時
ま
で

▼
電
話
番
号

　
０
１
２
０
ー
０
０
７
ー
１
１
０

　
　
　
　
　
　
（
全
国
共
通
・
無
料
）

▼
相
談
内
容

　
い
じ
め
や
家
庭
内
に
お
け
る
虐
待
な

ど
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
各
種
の
人
権
相

談
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
内

　
和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
℡
０
７
３
ー
４
２
２
ー
５
１
６
４

全
国
一
斉
！
「
法
務
局

休
日
相
談
所
」
の
開
催

　
法
務
局
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

一
環
と
し
て
平
成
25
年
10
月
６
日

（
日
）
、
全
国
一
斉
に
休
日
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
法
務
局
職
員
に
加
え
、

公
証
人
等
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
談
相
談
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時

　
平
成
25
年
10
月
６
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
受
付

　
午
前
８
時
30

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
３
時
30
分
）

▼
開
設
場
所

　
和
歌
山
地
方
法
務
局
新
宮
支
局

　
新
宮
市
緑
ヶ
丘
３
丁
目
２
番
64
号

（
新
宮
法
務
総
合
庁
舎
）

▼
相
談
内
容

・
法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家

　
屋
調
査
士
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
へ

　
の
相
談

　
土
地
・
建
物
の
売
買
や
相
続
、
土
地

の
分
筆
、
建
物
の
新
築
お
よ
び
会
社
の

設
立
な
ど
の
各
種
登
記
、
筆
界
（
境

界
）
の
特
定
、
地
代
・
家
賃
な
ど
の
各

種
供
託
、
近
隣
関
係
や
い
じ
め
な
ど
の

人
権
問
題
ほ
か

・
公
証
人
へ
の
相
談

　
遺
言
書
作
成
や
任
意
後
見
契
約
ほ
か

▼
電
話
相
談

　
当
日
、
休
日
相
談
所
に
お
越
し
い
た

だ
け
な
い
方
の
た
め
に
、
電
話
に
よ
る

相
談
（
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
除

く
）
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
※
電
話
番
号
（
当
日
限
り
）

　
℡
０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
和
歌
山
地
方
法
務
局
新
宮
支
局

　
℡
０
７
３
５
ー
２
２
ー
２
７
５
７

「
無
料
調
停
相
談
会
」
の
開
催

　
田
辺
調
停
談
話
会
で
は
、
最
高
裁
判

所
後
援
、
日
本
調
停
協
会
連
合
会
・
和

歌
山
調
停
協
会
主
催
に
よ
る
民
事
・
家

事
調
停
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時

　
平
成
25
年
11
月
９
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
開
設
場
所

　
田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階

　
田
辺
市
湊
１
６
１
９
番
地
の
８

▼
相
談
内
容

・
民
事
関
係

　
金
銭
の
貸
し
借
り
、
土
地
建
物
の
利

用
関
係
、
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
な
ど

・
家
事
関
係

　
離
婚
、
遺
産
分
割
な
ど

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
田
辺
調
停
懇
話
会

　
℡
０
７
３
９
ー
２
６
ー
０
３
２
２

調
停
相
談
会
の
開
催

　
串
本
調
停
懇
話
会
で
は
、
次
の
と
お

り
民
事
に
関
す
る
調
停
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
調
停
申
立
て
の
方
法
、
調
停
は
ど
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
、
調
停
で
解

決
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
効
力
が
あ
る
の

か
な
ど
、
実
際
に
民
事
調
停
に
携
わ
っ

て
い
る
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

▼
日

　
時

　
平
成
25
年
10
月
28
日
（
月
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

▼
場

　
所

　
古
座
川
町
中
央
公
民
館

▼
内

　
容

　
民
事(

土
地
建
物
・
金
銭
の
貸
借
・

交
通
事
故
な
ど)

に
関
す
る
調
停
の
手

続
き
に
つ
い
て

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
簡
易
裁
判
所 

庶
務
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
２
１
２
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住民課からのお知らせ

▼制度の概要
　住民票又は戸籍謄本などを第三者（本人等
※の代理人および本人以外の者）に交付した
とき、交付したことの通知が欲しいと事前に
登録していた方に対して、その事実を通知し
ます。
※本人等とは
（住民票関係）
　　本人または本人と同一の世帯に属する者
（戸籍関係）
　　本人、本人の配偶者、直系尊属
　　または直系卑属
▼制度による効果
　住民票の写しなどの交付事実を通知するこ
とにより、その請求が不正であった場合の早
期発見、個人情報の不正使用防止や事実関係

の早期究明が可能になります。また、制度の
導入により、不正請求が発覚する可能性が高
まることから、不正請求を抑止する効果が期
待されます。
▼登録について
　事前登録を希望される方は、本人確認書類
（運転免許証、パスポート等、顔写真入りの
公的な証明書、また顔写真入りの公的な証明
書をお持ちでない方は、事前にご相談くださ
い。）および認印を持参の上、串本町役場本
庁舎または、古座分庁舎窓口へお越しくださ
い。
▼お問い合わせ先
　串本町役場住民課
　℡：０７３５ー６２－０５６１

― 本人通知制度を（平成25年11月1日）より始めます。―

今年の火災・救急件数
－ 8月31日現在 －

火災のない 住みよい豊かな町づくり

火災件数
建　物　１件
林　野　０件
その他　４件
合　計　５件

救急件数
交　通　　６９件
急　病　６７２件
その他　２６２件
合　計１００３件

　10 月 15 日（火）より ZTV にて第３回
定例会一般質問の様子を録画放送します。
　どうぞ皆様ご覧ください。
　なお、日程につきましては ZTV5ch の文
字放送をご覧ください。

本人通知制度登録者（希望者）
串本町に戸籍または住民票のある方

戸籍・住民票の写し等の請求者
代理人・第三者等（業者、弁護士等）

①事前登録の申出 ②住民票の写し等の請求

④交付した事実を通知 ③住民票の写し等の交付

串本町役場住民課
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国民健康保険からのお知らせ

　認知症の高齢者を介護している同じような経験をもつ人が
集まり相談やお互いの経験を話し合う会です。
　介護の負担がわかりあえるので気持ちが楽になります。悩み
をうちあけてみませんか？

家族のこと、一人で悩まないで…

日時：平成25年10月9日(水)
　　　午後1時30分～午後3時
場所：串本町文化センター2階Bホール

お問い合わせ
串本町役場福祉課　地域包括支援センター

ＴＥＬ６２－６００５

認知症の人と家族の会

大幅な財源不足が生じています
　加入者のみなさんから納めていただいて
いる国保税は、医療費のほか、後期高齢者
医療制度や介護保険制度といった他の社会
保障制度への拠出金にあてられています。
それらの費用が年々増えている一方で、そ
れに見合う十分な収入が確保できておら

ず、串本町の国保財政は早急な立て直しが
必要となっています。
　医療費が増加することで、加入者のみな
さんの負担増にもつながります。日頃から
健康に注意し、医療費の節約を心がけま
しょう。

串本町役場住民課　国民健康保険係（℡：0735-62-0561）

1人あたり約2万円の不足

全体で約1億4千万円の不足

※総額を年度平均被保険者数で
　割ることで、1人あたり金額
　を算出しています。

※国・県支出金からはその年度
　に返還した金額を控除してい
　ます。

※一般会計からの繰入金は法定
　繰入金のみとしています。
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「足からの健康館」
足ツボ・整体
若石健康法の効果

◆ 体中の血液循環を良くします。
◆ ドロドロ血液をサラサラにします。
◆ 各臓器や器官の働きを正常にします。
◆ ホルモンバランスを整えます。

営業時間／AM8:30～ PM5:00【駐車場有】
完全予約制【定休日】日曜日・祝祭日
串本町串本1734-11 TEL0735-62-0520

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

水道課からのお知らせ

　次の手続きは、平日に水道課まで電話連絡
等をお願いします。
○新たに水道を使用する
　転入および転居等で新たに水道を使用され
るとき
○水道の使用をやめる
　転出および転居、長期間留守にする場合等
で水道を中止するとき
○料金等のお問い合わせ
　水道料金およびご契約者の名義、請求書の
送付先を変更したいとき

※水道使用開始の届出をせず水道を使用した
　場合、無断使用となり、町給水条例第37
　条の規定により過料を科すことがあります
　ので、ご注意下さい。
※開始・中止の受付および開栓・休栓の実
　施は、平日にお願いします。なお、受付は
　数日の余裕をもって午前８時３０分から午
　後５時１５分までにお願いします。
※土・日、祝日および年末年始の休日は、受
　付並びに開栓・休栓は出来ません。

「水道の各種手続きについて」 お問い合わせ先：串本町役場水道課　℡:0735-72-0082

町有物件売却のお知らせ

○売払物件
　串本町西向字タンサイ５０２－１
　　（土地）宅地　121.99平方メートル
　　（建物）居宅　 48.26平方メートル

（昭和63年建築　築25年）
最低落札価格　1,600,000円

　串本町では、次のとおり物件売却について入札を実施します。
　申し込み等に関する詳しい内容については、町ホームページ
をご覧いただくか、串本町役場総務課までお問い合わせくださ
い。

○入札参加期間
　平成25年10月1日（火）～

平成25年10月18日（金）
○申込・お問い合わせ先
　串本町役場総務課

℡：0735-62-0555（直通）
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串本町ふるさとの
まちづくり応援基金へ寄付を

いただきました。
　右記の方々より串本町ふるさとのまちづく
り応援基金に対し、寄付をいただきました。
ご厚意に深く感謝申し上げますとともに、い
ただきました寄付は有効に活用させていただ
きます。

○神奈川県相模原市在住　　八木　美知子　様
○大阪府堺市在住　　　　　玉垣　剛志　　様
○東京都江東区在住　　　　岩田　人美　　様
○東京都東大和市在住　　　細田　督博　　様
○大阪府大阪市在住　　　　矢倉　英一　　様
○岐阜県羽島郡在住　　　　赤塚　龍男　　様
○和歌山県和歌山市在住　　朝井　廉　　　様

10 月 の 行 事 予 定

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

28人乗り　マイクロバス2台
13人乗り　スーパージャンボ1台 新規導入!

日 曜 行事内容（時間） 場　所 主管課等

10 木 人権行政相談
（13:30～15:30） 古座分庁舎 住民課

17 木 行政相談
（13:30～15:30） 古座福祉センター 住民課

21 月
行政相談週間
〈25年10月21日（月）～27日（日）〉
行政相談
（13:30～15:30）

串本町役場4階
会議室 住民課

24 木 人権行政相談
（13:30～15:30） 西向町民文化センター 住民課

税の滞納Ｑ＆A ～こんな質問があります～
Ｑ.町税を滞納していることはわかっています
が、他の借金があって税金を納付できません。

Ａ.様々な事情があるでしょうが、大多数の人は
納期限内に納付しています。また、「税金はす
べての債務に優先する」と地方税法第14条で定
められています。つまり、個人債務（借金）よ
り税金が優先されるのです。

Ａ.納付期限が過ぎても、お手持ちの納付書で納
付書裏面に記載の金融機関や串本町役場本庁
舎・第二庁舎（古座分庁舎）で納付することが
できます。
（納期限を過ぎるとコンビニエンスストアでの
納付はできません）
※納期を過ぎてから納付する場合には、督促手
　数料や延滞金が加算されることがあります。

Ｑ.うっかりしていて、町税の納期限が過ぎてしまい
ました。今持っている納付書で納められますか？
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【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

※本イベントは町の過疎対策事業の「であい・ふれあい」事業としてＮＰＯ法人潮岬おもし
　ろらんど体験学習推進協議会へ委託しています。

本州最南端
DE

め ぐ り 愛
3組成婚の実績!!

11月2日（土）～3日（日）
開催時間　2日16時受付～3日15時まで開開催催時時間間　2日16時時受受付付～3日15時時ままでで

交流会や町めぐりで親交を深めていただきます。

お問い合わせ先　―　ＮＰＯ法人 潮岬おもしらろんど体験学習推進協議会
　　　　　　　　　　℡0735-62-2221
　　　　　　　　　　ホームページhttp://omoshiro-yh.com/ol/

－　串本町役場企画課　－

募集人数を超えた場合は抽選となりますのでご了承ください。

【募　集　期　間】　2013年10月5日（土）～10月25日（金）
【参加対象者】　串本町内に住所を有する25歳から50歳の独身男性・独身女性※

　　　　　　　　（※女性は町外の方も対象です。遠方の方は、前日からお泊りいただけます。）
【参　加　料　金】　（男性） 2,000円（女性）無料
【開　催　場　所】　宿泊、交流会、キャンドル作り　あらふねリゾート　町内各所
【募　集　人　数】　男性15名・女性15名


